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（２）雇用の場の確保 

 

   筑豊地域の 2005 年の完全失業率は 10.9％であり、全国の 4.2％、福岡県の 7.4％と

比べて大幅に高くなっている（図表 1-4）。また、有効求人倍率は景気低迷を受けて近

年は低下しており、2006 年度の 0.63 倍から 2008 年 11 月には 0.54 倍となり、全国、

福岡県を下回っている（図表 1-5）。このように、筑豊地域の雇用環境は厳しい状況に

おかれており、雇用の場を確保することが求められる。 

 

 

     図表 1-4．完全失業率（2005 年） 
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    資料）総務省「国勢調査」 

      図表 1-3．年齢３区分による人口構成比の将来推計 
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 資料）2005 年は国勢調査による実績、その他は九州経済調査協会のコーホート要因法による将来推計 
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筑豊部会の活動記録 

 (平成19年度)

7月25日(水)

12：00～14：00

のがみプレジ

デントホテル

議　案　平成19年度活動について

　　　　～筑豊3地区それぞれの魅力を見直し、「筑豊の

        将来像」の提言取りまとめに向けた活動

正副部会長

会議

11月30日(金)

17：00～20：00
好日庵

議　案　部会提言に向けた検討

引続き懇親会
運営会議

2月20日(水)

12：00～14：00

のがみプレジ

デントホテル
議　案　筑豊の課題、提言内容についてディスカッション 運営会議

3月14日(金)

14：00～20：00
筑豊地区

～筑豊の歴史・文化再発見、新たな文化づくりへ～

近代化遺産と新美術館の視察会…旧伊藤伝右衛門邸、麻生

大浦荘、田川市石炭・歴史博物館、中村美術館

引き続き懇親会

3月19日(水)

14：00～15：30

のがみプレジ

デントホテル
議　案　筑豊の課題、提言内容についてディスカッション 運営会議

 (平成20年度)

5月20日(火)
直方市

田川市
直方市、田川市の観光担当部署へヒアリング

飯塚市の観光担当部署へヒアリング

福岡県広域地域振興課（筑豊地区担当）へヒアリング

議　案　提言について

ヒアリング

6月3日(火) 飯塚市 ヒアリング

6月17日(火) 福岡市 ヒアリング

6月20日(金)

17：00～19：30

のがみプレジ

デントホテル

議　案　平成20年度活動について

　　　　～提言取りまとめに向けた活動～

正副部会長

会議

8月20日(水)

12：00～14：30

のがみプレジ

デントホテル

筑豊の観光に関する勉強会

講演会　講　師　山下真輝氏

                JTB九州地域活性化事業推進室長

議　案　本年度の活動の進め方(観光振興、提言）

運営会議

9月上旬～

9月下旬

筑豊部会員にアンケート調査

（観光振興の目的及び取り込みについて）
アンケート

9月30日(火)

17：00～20：00
茶寮このみ 運営会議

11月5日(水)

12：00～14：30

のがみプレジ

デントホテル
議　案　提言について 運営会議

12月2日(火)

17：00～20：00
麻生大浦荘

議　案　提言について

引続き懇親会
運営会議

 2月15日(日)

13：00～17：00

田川文化セン

ター

世界遺産田川国際シンポジウム

（筑豊部会としてシンポジウム実行委員会に参画）

筑豊部会より

30名参加

(平成21年度)

 4月17日(金)

12：00～14：00

のがみプレジ

デントホテル

議　案　提言について

　　　　平成21年度活動について
運営会議

備　考概　　　要会　 場日　 時

備　考概　　　要会　 場日　 時

備　考概　　　要会　 場日　 時
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